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■はじめに 

「国民の祝日に関する法律」の改正にともない、

平成１９年より、４月２９日が「昭和の日」とな

り、「みどりの日」が５月４日になりました。「昭

和の日」は、「激動の日々を経て、復興を遂げた昭

和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす」（同法

２条）ことを目的として創設されました。 

さて、府民に、新時代である「昭和」の到来を

印象づけた出来事の一つが、昭和４年６月の行幸

でした。天皇陛下は、住友伸銅鋼管、大阪医科大

学、大阪市役所、府庁（４日）、大阪市立都島工業

学校、大阪市立北市民館、大阪控訴院（５日）、大

阪高等学校、府立商品陳列所（６日）を視察され

ました。 

 
「大阪府立商品陳列所」(当館所蔵) 

特に、商品陳列所でのご様子について、当館所

蔵の資料は、「陛下各室御巡覧ニ當リテハ、力石知

事ノ言上ニ一々御首肯遊ハサルルノミナラス府下

ノ物産ヲ網羅セル多数陳列品ノ個々ニ龍眼ヲ注カ

セ給ヒ（中略）府下産業界ノ栄誉トシテ感激恐懼

ニ堪ヘサルトコロナリ」とあり、熱心に視察され、

関係者を感激させたと記録しています。 
大阪は、戦前から経済・産業都市として繁栄し

てきましたが、太平洋戦争により一時的な停滞を

余儀なくされました。多数のＢ２９による府内へ

の最初の焼夷弾攻撃は昭和２０年３月で、その後、

終戦前日の８月１４日までに計８度の大空襲があ

り、約１万３０００人もの命が奪われました。 
当館所蔵の府警察部が当時作成した資料には、

第６次大空襲後の府民の様子が次のように記録さ

れています。「沖縄戦局ノ決定的現実累次空襲ニヨ

ル被害ノ激増ニ伴ヒ戦局ノ前途ニ自信ヲ失ヒ諦観

的ナルモノヨリ漸次悲観的傾向ノモノ増シツツア

ルヤニ窺ワレ（以下略）」。空襲により家族や住居

を失った人々の苦悩は想像を絶するものでした。 
悲惨な戦争により、府及び府民が受けた被害は

甚大でした。しかし、人々は焦土のなかから力強

く立ち上がり、その結果、大阪経済は戦前以上の
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発展を遂げました。人口も終戦直後の約２８０万

人から、昭和６０年には８６６万人へと増加しま

した。特に、昭和２５年から５０年にかけての人

口増加率は目を見張るものがありました。また、

地方自治の推進のために、戦後、町村合併が進め

られました。府でも、昭和２０年の１０市１５８

町村が、２８年９月には１７市１３２町村に、さ

らに町村合併促進法下での「昭和の大合併」によ

り、３６年には２６市２１町村となりました。そ

の後も合併事業は進められて、６２年には３２市

１２町村となりました（平成１８年４月現在で、

３３市１０町村です）。 
基礎的な地方公共団体の強化を目指す合併事業

と併行して、爆発的な人口増加及びそこから派生

する諸問題に対し、広域の地方公共団体として府

は様々な施策を行ってきました。そして、そのな

かには、全国的に注目されたものが数多くありま

した。そこで、この小論では、そうした全国的に

見ても特質すべき府の事業のうち、流域下水道の

整備、高潮対策、堺・泉北臨海工業地の造成、千

里・泉北ニュータウンの建設について振り返って

みたいと思います。 
 
■流域下水道の整備 
下水道は、総合的な居住環境を整備するうえで

不可欠な基幹的都市施設として、都市の文化水準

を示す尺度の一つにも数えられ、その整備は早く

から望まれてきました。加えて、高度経済成長期

の急激な都市化の進行により、治水水準の低下、

交通渋滞、水質汚濁などが顕在化したため、こう

した都市問題への対策としても下水道の整備は急

務の課題とされました。しかし、当時の下水道事

業は、原則的に市町村の固有事務とされていたた

め、どうしても行政区域にとらわれがちで、計画

あるいは事業の実施上で多くの矛盾を抱えざるを

えない状況に陥っていました。そこで、府では、

市街地が連たんし、かつ一つの都市圏を構成して

いる地理的特性を踏まえて、行政区域にとらわれ

ることなく広域的、効率的な観点から、全国に先

駆けて流域下水道事業を構想・着手しました。 

当館所蔵の府の行政文書では、流域下水道の利

点として次の４点が挙げられています。①市町村

の行政区域にとらわれずに自然流下を主体とした

施設の配置、計画設計が可能である。②処理施設

が集約されるので対象区域内の市町村が個々に処

理場を設ける場合に比べて処理場用地が少なく、

また単位処理量あたりの建設費、維持管理費が軽

減される。③処理場に連絡する汚水幹線の容量が

大きくなるため、下水流量の変化に対応する施設

能力が弾力性をもち、また処理施設も同様で相当

程度の工場廃水を受け入れても家庭汚水と混合す

ることで生物学的処理が可能となり、安定した水

の浄化を期待できる。④高度の技術陣の常置及び

養成ができ、高度の技術開発が期待できる。 
こうした構想のもと、府は寝屋川流域下水道（昭

和４０年着手）を皮切りに、猪名川流域下水道、

安威川流域下水道、淀川左岸流域下水道、淀川右

岸流域下水道、大和川流域下水道、南大阪湾岸流

域下水道と次々に事業を展開していきました。な

かでも、猪名川流域下水道は、二府県に跨る全国

初の事例として注目されました。 
流域下水道の建設を含む積極的な下水道行政の

推進により、府の下水道普及率は、全国平均と比

べてもたいへんに高くなりました。具体的には、

昭和５９年度の全国普及率が、３４．０％であっ

たのに対し、大阪府は５６．３％でした。なお、

平成１７年度末の下水道普及率については、全国

平均６６．７％に対し、大阪府は９０．１％（府

ＨＰより）と高水準を維持しています。 
 
■高潮対策 
西大阪（大阪市域のうち上町台地から西方に開

けた西部低地帯の総称）は、全般的に究めて平坦

な地形であり、また大阪湾の最奥部に位置してい

るために、台風時に高潮の被害を受けやすいとい

う地理的特性を有していました。加えて、産業発

展にともない、昭和初期から急激な地盤沈下が起

こったために高潮の脅威は年々増していました。 
昭和２５年の超大型ジェーン台風により被害を

受けた府は、抜本的な高潮対策の必要性を認識し、
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河川、港湾における高潮対策に加え、地盤沈下防

止のための工業用水道の建設をも含む総合高潮計

画を立てました。すなわち、計画潮高位をより高

くするとともに、港湾地域を除く大阪市内河川に

ついては、府が事業主体となり、防潮堤、排水施

設、橋梁の嵩上げを実施しました。 
しかし、こうした努力にもかかわらず、３６年

の第２室戸台風により再び府民の生命・財産が危

険にさらされる事態が生じてしまいました。そこ

で、改めて調査したところ、戦後産業復興にとも

なう地下水の過剰採取による地盤沈下の深刻な進

行のために、防潮堤や盛土が沈下してしまってい

たことが判明しました。特に、３５年には、年間

１０ｃｍ以上の地盤沈下が観測され、防潮堤など

の防潮施設は高さが不足し、その機能が著しく低

下してしまっていました。 
そこで、府は、３７年５月に土木部内に新たに

高潮課を設置するとともに、「高潮対策緊急３ヶ年

計画」に着手し、地盤沈下の著しい防潮施設を緊

急に改修し、機能回復に努めました。 
また、４０年には、建設省、運輸省及び大阪市

とともに、伊勢湾台風級の超大型台風による高潮

に十分対処できる恒久的防潮施設を整備するとい

う「大阪高潮対策恒久計画」にも着手しました。

この恒久計画に基づき、４５年に、世界的にも珍

しい三大アーチ型水門（安治川、尻無川、木津川

水門）が完成し、第一線防潮施設が一応の完成を

見ました。大水門の建設に対しては、その技術力

が高く評価され、４７年に土木学会賞が授与され

ましたが、実際に、５０年、５４年の台風時にそ

の威力を大いに発揮し、海からの脅威に対する安

全性が著しく高まったことを実証しました。 
 
■堺・泉北臨海工業地の造成 
府は、昭和３３年に「堺臨海工業地の造成およ

び譲渡の基本計画」、さらに３６年には「泉北臨海

工業地等造成および譲渡の基本計画」を定めて、

地先海面の埋め立てを開始しました。その結果、

４７年１０月に、堺市、高石市、泉大津市に跨る、

南北約１２キロ、沖へ約４キロ、面積１８４８万 

 
『堺・泉北臨海工業地帯写真集』(当館所蔵)より 

㎡の大臨海工業地が出現しました。 
昭和３２年に、経済企画庁は、「新長期経済計画」

において、鉄鋼・石油などの基幹産業のために全

国で数千万坪の工業用地が必要であるとの見通し

を示しました。府でも、重化学工業を対象とした

大規模な臨海工業地の造成による産業構造の高度

化を目指し、産業経済を振興するという構想のも

と、臨海工業地の造成が計画されました。 
この臨海工業地の造成のために、昭和３５年７

月に新たに組織されたのが企業局です。企業局は、

千里、泉北両ニュータウンの建設も同時に手がけ

るなど、昭和３０年代以降の府の大規模事業にお

いて中心的な役割を果たすことになりました。 
堺・泉北臨海工業地への進出企業は、鉄鋼・電

力・ガス・石油精製・石油化学・セメント・造船・

肥料など、重化学工業等であり、これらはコンビ

ナートを形成し、パイプラインで相互に有機的か

つ効率的に連結されました。６０年には、２７０

社の企業が進出し、これらの企業からの生産額が

府全体の生産額の約１０％を占める約２兆円にの

ぼるなど、産業構造の高度化と経済発展という当

初の目的を達成できました。 
また、府は、昭和２５年に大阪府事業場公害防

止条例を制定するなど、早い時期から公害の未然

防止に積極的な姿勢を示してきましたが、臨海工

業地に関しては、進出企業の業種及び規模等の特

性と立地条件等から、公害防止に対しより高度か

つ慎重な対応をとりました。また、３５年３月の

府議会の「堺臨海地帯公害防止要望に関する決議」

等も踏まえ、周辺地域住民の生活環境及び健康に

最大限の配慮を払いました。具体的には、進出企
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業の選考基準に「公害防除の措置について十分な

技術、資力ならびに積極的な熱意を有すること」

を掲げ、進出企業と土地売買契約を締結する際も、

公害防止に関する条項を取り入れました。 
府は、３６年４月に公害課を商工部内に設置し、

指導体制の強化をはかりました。また、３７年に

は公害審査会に、「公害に係る排出物の規制に関す

る指導基準の設定と機械設備についての公害防除

措置の内容」を諮問し、４２年に審査会から答申

を受けるなど、当該地の特殊性を鑑みた独自の排

出物規制に関する指導基準を策定しました。工業

地の造成と併行して、将来の汚染を研究し総合的

な公害対策を講じて進出企業を規制するという府

の試みは全国初のもので、当時としては画期的な

ものとして注目を集めました。 
 
■千里・泉北ニュータウンの建設 
千里ニュータウン（以下、ＮＴ）の建設は、大

都市近郊の丘陵地への住宅都市建設による住宅難

の解消とともに、理想的な都市環境の造成を目指

した日本初の巨大住宅地区開発計画によります。

そして、その目的達成により、千里ＮＴはその後

のＮＴ建設のモデルになりました。時代先取りの

先見性と不屈のチャレンジ精神による千里ＮＴの

建設は、府の戦後の大事業の一つに数えられます。 
千里 NTの建設は、予定人口１５万人、戸数に

して約３万戸という、国内はもとより国外でも例

をみない大規模なものであると同時に、学校施設、

商業施設、医療施設、公園緑地施設、汚水処理等

で斬新なアイデアを数多く取り入れた、当時とし

ては画期的なものでした。住宅棟の配置について

も、プライバシーの問題、安全性、住みやすさな

どが配慮されました。 

また、府では、昭和３９年より正式に泉北 NT

の開発事業を行うことになりました。泉北NTは、

堺・泉北臨海工業地帯の造成にともなう従業員の

居住施設の確保を背景に企画され、千里 NTを上

回る、開発面積１５２０ha、約５万戸という大規

模なものとなりました。泉北 NT建設にあたって

も、「歩車分離」の考え方など、千里 NT での手

法が数多く採用されました。一方で、周辺に緑地

を設けた千里 NT に対し、中心に緑地を配して、

周辺の開発に馴染むようにした緑地計画など、新

たな工夫も見られました。 

さらに、泉北ＮＴでは、快適な住環境の提供、

自然への配慮とともに、「人との出会い」が重視さ

れました。例えば、全国で初めて設置された「ヤ

ングタウン」（平成１３年閉鎖）は、単身者住宅だ

けでなく、府立勤労青少年会館や泉北勤労福祉セ

ンターなども併設した施設として、遠隔の各地か

ら就職した、都市と職場に不慣れな青少年を積極

的に受け入れ、彼らがタウンの生活を通じて暖か

い人間関係を形成し、自主性と協調性を養い、自

己啓発に努め有為の社会人としての成長を図るこ

とを目指しました。 

 

■日本万国博覧会の開催 

昭和４５年３月１５日から９月１３日にかけて、

千里丘陵で「人類の進歩と調和」を基本テーマと

する日本万国博覧会が開催されました。府による

万国博覧会会場誘致は、３９年４月に、知事、大

阪市長及び大阪商工会議所会頭が、政府に国際博

覧会大阪誘致要望書を提出したことに始まります。

当時日本中が目前に迫った東京オリンピックに胸

をときめかせていましたが、東京オリンピックと

日本万国博覧会は、今日でも昭和を語るうえで欠

かすことのできない大イベントです。 

アジア初の万国博覧会には、７７カ国の国が参

加し、１１８の展示館が設置されました。特に人

気を集めたのは、アメリカ館とソ連館でした。ア

メリカ館では、人類ではじめて月に着陸したアポ

ロ１１号の持ち帰った月の石が展示されました。 

また、会期中の入場者が、６４２１万人にのぼ

ったこの万博により、大阪の交通面での都市再開

発が行われて、近畿自動車道・中国縦貫道・名神

高速の三大高速道路が吹田インターチェンジで接

続されるとともに、地下鉄御堂筋線が新たに北大

阪急行と江坂で相互乗り入れするようになりまし

た。 
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■むすびにかえて 

昭和の時代に、府は様々な事業を展開し、大阪

経済の再生・発展や府民の安全・安心な生活環境

の提供に努めてきました。なかでも、本論で取り

上げた諸事業は、その時代、規模、内容等で、全

国的に見ても特質すべきものであり、また一部は

海外の都市計画のモデルになりました。 

戦後、経済発展を遂げたわが国でも、昭和４０

年代に入ると都市部への急激な人口集中に起因す

る地域問題や公害問題などが顕在化してきました。

そのため、府でも、昭和４２年の大阪地方計画に

かえ、昭和大阪の新たな発展の進路を示すものと

して、「定住時代にふさわしい大阪」および「地球

時代にふさわしい大阪」を基本理念にした大阪府

総合計画を、５７年８月３１日に策定しました。

この総合計画を推進する過程で、６０年１１月に、

貴重な公文書等の散逸を防止し、適切な形で後世

に伝えていくことを目的とする大阪府公文書館が、

全国都道府県で１１番目の施設として設置されま

した。さらに、平成３年度には、「交流と創造の時

代を先導する大阪」及び「新しい豊かさの時代を

先導する大阪」を基本理念とする大阪府新総合計

画を策定しました。 

現在は、「共生」、「公正」、「蓄積活用」、「関西、

そして世界の大阪」の４つの視点を、２１世紀を

開く鍵と位置づけ、誰もが夢をもち、夢をかなえ

る、元気あふれる都市をめざす「大阪の再生・元

気倍増プラン—大阪２１世紀の総合計画—」（平成

１２年１２月策定）を推進しています。 

 

■参考文献 

『大阪百年史』（昭和４３年） 

『大阪府行幸記録』（昭和６年） 

『昭和二十年 参考書綴 小松警部補』 

『寝屋川流域広域下水道計画について』（昭和４０年） 

『大阪府土木部 ６０年のあゆみ』（昭和６３年） 

『ヤングタウン ２０年のあゆみ』（平成４年） 

『人類の進歩と調和—大阪開催のあゆみ—』（昭和４５年） 

『大阪の再生・元気倍増プログラムー大阪２１世紀の総合計画

—』（府ＨＰにてご覧いただけます） 

 

（おの ひろし 大阪府公文書館） 

【レファランス便り】 

平成１８年度下半期に、皆様から当館に寄せられ

たレファランスと回答の一部を紹介します。 

 

Q．「地形図」を閲覧したい。 

A.当館では、測量年が昭和３６年、４５年、５５

年、６０年、平成５年などの府内の地形図を所

蔵しています。館内で閲覧いただけますが、ご

都合の悪い方には複写郵送サービスもあります

ので、お問い合わせください。 

 

Q．府 OBの祖父の遺した資料を寄贈したい。 

A.寄贈いただいた資料は、大正から昭和にかけて

の府政に関する重要な資料を多数含んでおりま

すので、整理したうえで、皆様にご覧いただき

ます。 

 

Q．明治時代の府令（府の命令）を見たい。 

A.府令は、『大阪府公報』に掲載されております。

当館では、資料のデジタル化を進めており、『大

阪府公報』については、明治２１年１月から平

成１８年１２月分が当館 HPにてご覧いただけ

ます。 

 

多くのレファランスをいただき、本当にありがと

うございました。公文書館では皆様からのレファ

ランスを心よりお待ちしております。 

≪公文書館からのお願い≫ 

当館は、歴史的文書の保存利用を通じて、府民

の文化活動等を支援する調査研究機関です。皆

様のご協力・ご相談をお待ちしております。 

 

・所有する文書資料を寄贈・寄託したい。 

・公文書館の特別講座の講師登録をしたい。ま

た、特別展に出展協力したい。 

・アーカイブズに関する教職員研修や教材作成

に協力してほしい。 

・アーカイブズに関する研究や資料収集に協力

してほしい。           他 
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 大阪府公文書館アーカイブズ・フェアは、平成

１８年９月１９日から１１月１７日まで約２ヶ月

の間、開催いたしました。 
フェアとしては、初めての企画にもかかわらず、

それぞれのテーマを設けた展示会・講座に、多く

の皆様にご来館いただきまして、誠にありがとう

ございました。また、フェアにご賛同、ご協力い

ただきました各機関、講師の皆様には、改めてお

礼を申し上げます。 
このフェアは、まず展示会として企画展「近代

大阪府の郡役所－廃止から 80年－」と題し、９

月１９日から１１月１７日まで当館２階展示室に

おいて、郡役所の役割・機能・廃止に至るまでを

振り返りました。また、特別展「大阪府内の市町

村の歴史」と題し、１１月１日から１１月１６日

まで当館３階会議室において、市町村のご協力を

得て各市町村史を展示し、市町村の移り変わりな

どを見ていただきました。 
そして、講座は、歴史講座「近代大阪府の郡役

所」という企画展のテーマに沿って１０月２日、

４日、６日に行い、古文書講座「古文書の解読」

として水曜日コース１０月１１・１８・２５日の

３日間、金曜日コース１０月１３・２０・２７日

の３日間、月曜日コース１０月１６・２３・３０

日の３日間を行いました。 

今回は、新たに特別講座を設け、第１回特別講

座「狭山池の歴史」（講師）山本祐弘氏（郷土史研

究家）を９月２５日に、第２回特別講座「切手の

ない時代の郵便－アメリカ合衆国の事例－」（講

師）森本行人氏（関西大学大学院経済学研究科博

士後期課程）を９月２７日に、第３回特別講座 

〈第１部〉「大阪からの世界史－沖縄出身者の生活

世界－」（講師）上地美和氏（大阪大学大学院文学

研究科博士後期課程）、 〈第２部〉「カナダから見

た、第５回大阪内国勧業博覧会とその時代」（講師）

宇都宮浩司氏（帝塚山大学講師）を１１月１７日

に行いました。 

また、一部の講座終了後には、当館所蔵の記録

映画のＤＶＤなどを上映しました。（フェアの詳細

は、大阪あーかいぶず第３８号をご覧下さい。） 

〔第３回特別講座〈第１部〉（講師）上地美和氏〕 

このフェアに対するご意見・ご感想は、次のと

おりです。 
企画展「近代大阪府の郡役所」について 

・「郡役所」という言葉以外には何も知らなかった

が、創設から廃止までを資料で説明してあって

良くわかった。 

・企画展と歴史講座の内容が同じであったため、

双方合わせて、数多くの資料を見ることができ

てよかった。 

・郡の農業、商業事務など、地方行政の事業内容

等、細かい内容についても、資料があれば公開

して欲しい。 

特別展「大阪府内の市町村の歴史」について 

・展示室に入っただけで、府内の市町村史がそろ

ってあるのは便利だし、楽しい。素敵な企画に

感謝する。 

・改めて郷土の過去から現在までを振り返り知識

を増やすことができた。一度、各地域をまわっ

て訪ねてみたい気持ちになった。 

・市町村史などの本は多いが、パネル類や写真が

少なかった。 

歴史講座「近代大阪府の郡役所」について 

・わかりやすく、楽しく歴史を学んだ。 

・市町村に関する講義も希望する。今後の講座お

よび公文書館の広報に期待する。 

・郡役所の役割を、現在の行政に置き換えて、再

平成１８年度大阪府公文書館アーカイブズ・フェアをふりかえって  



大阪あーかいぶず 第 39号 

- 7 - 

評価すべきではないか。 

古文書講座「古文書の解読」について 

・古文書の形態が説明でよくわかった。変体仮名・

旧仮名の勉強も出来た。毎回楽しく受講でき感

謝している。継続して学べる機会を是非ともつ

くって頂きたい。 

・講師が作成された資料は、古文書に親しめるよ

う、身近な材料を使うなど工夫して頂いて嬉し

かった。 

・「川中家文書」の内容をさらに知りたい。 

・毎年、講座を楽しく受講している。今年は３日

間の講座で内容も充実し満足。来年も是非とも、

開講（３日間程度）お願いしたい。 

第１回特別講座 

「狭山池の歴史」について 

・講師の先生が自由研究者で良かった。 

・大変勉強されており、説明の仕方・話が分りや

すかった。 

・講座後の記録映画も、大変勉強になった。 

第２回特別講座 

「切手のない時代の郵便－アメリカ合衆国の事例

－」について 

・当たり前に思えていた郵便・郵便切手の歴史を

始めて知ることができ有意義であった。 

・自分には郵便と経済的な話を一緒に捉えるとい

う発想がなかったので、非常に興味深い話であ

った。 

・現金の郵送方法を聞いて、国民性の違いにびっ

くりした。 

第３回特別講座 

（第１部） 

「大阪からの世界史－沖縄出身者の生活世界－」 

（第２部） 

「カナダから見た、第５回大阪内国勧業博覧会と

その時代」について 

・沖縄やカナダの話など、珍しく、知らない事ば

かりだった。 

・とても楽しく、あっという間の時間だった。 

・講師と公文書館に感謝。今後とも、引き続きこ

のような講座の開催を希望。 

・希望あふれる若手研究者の話は、聞いていて非

常に面白かった。企画した公文書館に敬意を表

する。 

その他 

・年一回でなく、回数を増やして欲しい。 

・今後､大阪の歴史についての講義を希望する。 

・近代を学んでいる者にとって、公文書館の存在・

講座は、たいへん意義深い。 

・是非案内がほしい。 

・平日しか開館されていないため、是非、土日の

開館を検討して欲しい。 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとう

ございました。このようなアンケート結果を踏ま

えまして、次回の展示・講座の運営に活かして、

より良い展示・講座を開催していきたいと考えて

いますので、今後ともご参加のほど、よろしくお

願いします。 

昨年１１月２９日、第２１回運営懇談会（座長

山中永之佑大阪大学名誉教授）が開催され、①座

長の選出②公文書館の運営状況③アーカイブ

ズ・フェアの実施状況④大阪府公文書館の移転整

備、などについて審議されました。委員からは、

当館開館２０周年を契機に、あらためて大阪府域

のアーカイブズの中核施設としての役割を自覚

し、一層利用者ニーズを踏まえた積極的かつ特色

ある運営に努めること、老朽化している現公文書

館の整備にあたっては、全国の公文書館の実態を

調査するなど、大阪府にふさわしい公文書館の具

体化に努めることなどの意見が出されました。 

第２１回大阪府公文書館運営懇談会 
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【大阪府公報について】 
大阪府公報は、条例・規則の制定・改正等を府

民に知らせるものです。平成１５年度より当館所

蔵の大阪府公報（明治期から平成１５年３月３１

日までの発行分）をインターネット上の大阪府公

文書館所蔵資料検索システムからご覧いただける

ように、登録作業を順次行ってきました。 

平成１９年２月末現在において、明治期から平

成１５年３月３１日、さらに平成１５年４月から

平成１８年１２月発行分までの登録が完了し、イ

ンターネット上での閲覧が可能となりました。ま

た、明治期の公報については、件名も登録されて

いますので、是非ご利用ください。 

インターネットで大阪府公報を閲覧する方法は、

大阪あーかいぶず第３５号（平成１７年３月１日

発行）をご参照ください。 
【特別展】 
大阪府公文書館では、『「昭和の日」制定記念：

大阪における昭和時代を振り返る』と題して、特

別展を開催いたします。 
平成 1９年から４月２９日が「昭和の日」とな

り、「みどりの日」は５月４日になります。「昭和

の日」は、国民が、「激動の日々を経て、復興を遂

げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいた

す。」ことを目的として創設されたものであります。 
当館では、その激動の昭和時代を当館所蔵の資

料や映像などで振り返ります。 
多数のご来館をお待ちいたしております。 

◆ と き 
  平成１９年４月２３日（月曜日）から 

４月２９日（日曜日）まで 
  午前９時１５分から午後５時まで 
※ただし、４月２８日（土曜日）・２９日（日曜日）

は、３階会議室のみ開館し、２階閲覧室は休館

します。また、５月１日（火曜日）は、月末休

館日の代替として休館します。 
◆ ところ 
  大阪府公文書館３階会議室  入場無料 
なお、駐車場はございませんので、お車でのご

来館はご遠慮ください。 
【全史料協だより】 
平成１９年４月から２年間、全国歴史資料保存

利用機関連絡協議会（略称「全史料協」）の第１７

期会長に大阪府公文書館館長が就任し、本部事務

局の業務を当館にて行います。 
【所蔵資料の状況】 
・１３４，２３３件（平成１８年１２月末現在） 
（平成１７年末に比べ１０，１２４件の増加） 

大 阪 府 公 文 書 館 か ら の お 知 ら せ 

利 用 案 内 
◆ 閲覧時間 
・ 月曜日～金曜日 午前９時１５分～午後５時 
◆ 休館日 
・ 土曜日、日曜日、祝日及びその振替休日 
・ 年末年始（１２月２９日～１月３日） 
・ 毎月末日（土・日等休日の場合は、その前日） 

大阪府公文書館 大阪あーかいぶず 第３９号 平成１９年３月１日発行 
〒558－0054 大阪市住吉区帝塚山東 2丁目 1－44／TEL06－6675－5551／FAX06－6675－5552 
ホームページ http://www.pref.osaka.jp/archives/ この冊子は２,５００部作成し、一部あたりの単価は  円です。
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